
 

 

３年生   実践事例    

「地球温暖化と交通」 

 

指導目標 ◎模擬練習を通して、地下鉄やバスの乗り方を知り、一人で行うことができるように

する。 

◎乗車マナーを身につけるとともに、優先席の意味を知る。 

公 共 交 通
を 教 材 と
する利点 

バスの乗り方降り方・マナーに加え、地下鉄の乗り方降り方・マナーについて学び、

校外学習のカリキュラムにあわせ、バス・地下鉄に乗り、学んだことを実践すること

で、交通と地球温暖化の関係を学び、大人数の移動の際は公共交通の方が、地球にや

さしいことを理解できる。 

対象学年 ３年生   

対応教科 総合的な学習の時間 

標準校時 ２コマ   

学習構成  

１．地下鉄の乗り方降り方とマナー 

２．バスの乗り方降り方とマナー 

・パンフレットを用いて、地下鉄の乗り方やマナーを知る。 

・先生の寸劇を見て、地下鉄マナーの間違いを指摘することで、考えなが

ら学ぶ。 

・模擬乗車体験キットを用いて実践練習をする。 

・「バスノート」を使って、バスの乗り方・降り方やバスに乗る際のルー

ルやマナーを学ぶ。 

・運賃表の見方を確認し、子ども料金があることを知る。 

 

３．交通と地球温暖化（外部講師※） 

・交通と地球温暖化の関係、バスと自家用車の温暖化への影響の違いを学

ぶ。 

・エネルギーバックを用い重さを比べることで、バスと自家用車の CO２排

出量の差を体感する。 

 

※公益財団法人 みやぎ・環境とくらし・ネットワーク（MELON）ストップ温暖化センター

みやぎによる講師派遣制度を活用 
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指導計画例 



 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

  



 

 

●本時で活用する資料 

地下鉄に乗ってでかけよう 

  
 

バスノート 

 
 

交通と地球温暖化 

  
 

エネルギーバッグ 

 ※公益財団法人みやぎ・環境とくらし・ネットワークより借用 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：仙台市交通と環境に関する教材を使ってみましょう 学習の進め方と教材活用事例 




